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みんなで合格！

働
き
な
が
ら

　国
家
資
格
に
挑
戦
す
る

　
　あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！

チ
ャ
レ
ン
ジ

「チャレンジ!! 介護福祉士」　模擬問題セット 2回分国家
試験

本試験と同様形式です。（マークシート付）

定価2,500円（送料込）

　　岩手県社会福祉協議会　　　秋田県社会福祉協議会　 　　 福島県社会福祉協議会
　　山梨県社会福祉協議会　　　長崎県社会福祉協議会　　　　佐賀県社会福祉協議会

─まだまだ続く、工業高校生たちの挑戦─

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

公益財団法人 日本社会福祉弘済会

120問と正答がわかりやすい解説で一緒に掲載されています。
マークシートで自己採点や繰り返し学習に最適です。〈照会先〉　「チャレンジ!! 介護福祉士」事務局　（公財）日本社会福祉弘済会　TEL.03-3846-2172

日
社
済
助
成
事
業
報
告
（
社
協
編
）「
福
祉
最
前
線
」　

W
e

lfa
re

［
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
］

発
 行
 日
：
平
成
24年

8月
15日

　
編
集
・
発
行
：
公
益
財
団
法
人
 日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
　
〒
130-0022 東

京
都
墨
田
区
江
東
橋
4-24-3　

TEL :03（
3846）2172　

FA
X :03（

3846）2185

NEWS 48Nisshasai
［日社済ニュース］

［ウェルフェア］

くっきり！ 福祉の未来形

公益財団法人　日本社会福祉弘済会

48
2012

「3.11 大震災と車いす」

C O N T E N T S

重度障害者の在宅就労の普及に向けた調査研究
社会福祉法人東京コロニー

就労継続Ａ型事業を目指すために必要な
心構えを学ぶための視察研修
ワークセンターさくら

自閉症支援者の為の夜の勉強会
奈良県自閉症協会

3.11　大震災と車いす
　       ─まだまだ続く、工業高校生たちの挑戦─　
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東
京
コ
ロ
ニ
ー
の
設
立
は
１
９
５
１
年
。
当
時
、「
不

治
の
病
」と
い
わ
れ
た
結
核
か
ら
の
回
復
患
者
た
ち
が
、

自
ら
の
働
く
場
所
を
得
る
た
め
に
印
刷
や
養
鶏
な
ど
の

仕
事
を
開
拓
し
、
同
時
に
元
患
者
の
社
会
参
加
を
求
め

て
展
開
し
た「
コ
ロ
ニ
ー
運
動
」が
事
業
の
原
点
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
結
核
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
・

障
害
の
あ
る
人
や
、
元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
の
就
労
支

援
を
積
極
的
に
手
掛
け
て
き
た
。
現
在
は
東
京
都
内
４

区
・
７
市
の
20
か
所
に
事
業
拠
点
を
有
し
、
各
種
障
害

者
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
福
祉
工
場
、
就
労
支
援
施
設
等
運

営
の
ほ
か
、
在
宅
就
労
支
援
事
業
、
Ｉ
Ｔ
教
育
事
業
、

有
料
職
業
紹
介
等
多
彩
な
公
益
事
業
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参

加
と
平
等
」。　
　　

障
害
の
あ
る
人
の
就
労
支
援
分
野
に
お
い
て
は
、
近

年
の
情
報
技
術
の
発
達
や
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
働
く
ス
タ

イ
ル
の
普
及
に
よ
り
、
通
信
機
器
等
を
活
用
し
な
が
ら

働
く
「
在
宅
就
労
」
の
導
入
が
増
え
て
い
る
。
当
法
人

で
は
１
９
８
０
年
代
よ
り
在
宅
就
労
支
援
事
業
の
先
駆

的
機
関
と
し
て
、
在
宅
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
在
宅
勤
務
に

よ
る
雇
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
有
料
職
業
紹
介
事
業
、
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
で
在
宅

就
労
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の
に
対

し
、
そ
の
支
援
体
制
の
波
及
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る

こ
と
を
日
々
の
業
務
を
通
じ
て
実
感
し
て
い
る
。
本
事

業
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
当
法
人

が
支
援
し
就
労
に
結
び
付
い
た
好
事
例
を
集
約
し
、
そ

の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
普
及
に
向
け
た
課

題
を
調
査
・
抽
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。
事
例
に
つ
い
て

は
当
法
人
を
仲
介
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
や
デ
ザ

イ
ン
等
の
仕
事
を
受
託
し
て
い
る
個
人
（
在
宅
就
業
障

害
者
）
に
対
し
取
材
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
お
こ
な
い
、
得

ら
れ
た
現
状
を
も
と
に
そ
の
背
景
や
考
察
等
を
盛
り
込

ん
だ
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
。

　
　
　
　

事
業
実
施
に
あ
た
り
、「
在
宅
就
労
」
と
は
何
か
、

ど
う
い
う
人
た
ち
が
こ
の
就
労
形
態
を
必
要
と
し
て
い

る
の
か
、
の
実
態
把
握
を
行
っ
た
。

次
い
で
、
す
で
に
在
宅
就
労
を
実
践
し
て
い
る
当
事

者
に
話
を
伺
っ
た
。
対
象
者
は
6
名
と
し
た
。
そ
の
前

段
と
し
て
平
成
23
年
6
月
1
日
に
15
名
が
集
ま
り
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
請
け
て
い
る
仕
事

や
就
労
可
能
な
時
間
帯
、
就
労
歴
、
他
の
活
動
、
得
意

不
得
意
、
仕
事
を
行
う
際
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
、
使

用
す
る
ツ
ー
ル
・
デ
バ
イ
ス
な
ど
が
多
様
で
あ
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。し
か
し
こ
の
こ
と
こ
そ
が「
働

き
方
に
自
分
を
あ
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
身
に
あ
っ

た
働
き
方
を
選
択
す
る
」
こ
と
を
可
能
と
す
る
在
宅
就

労
の
本
質
と
も
言
え
る
た
め
、
そ
の
多
様
性
を
し
っ
か

り
と
示
す
こ
と
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
在
宅
就
労
に
必

要
な
ポ
イ
ン
ト
等
を
抽
出
で
き
る
よ
う
な
事
例
作
成
を

心
掛
け
た
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
に
お
い
て
障
害
者
雇
用
促
進
法

改
正
の
際
「
在
宅
就
業
障
害
者
支
援
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
在
宅
就
労
に
お
い
て
は
唯
一
と
い
っ
て
い
い
公
的

な
支
援
制
度
が
生
ま
れ
た
が
、「
企
業
等
に
対
し
、
在

宅
就
業
障
害
者
へ
の
仕
事
の
発
注
を
奨
励
す
る
こ
と
で

就
業
機
会
を
増
や
す
」
制
度
と
し
て
期
待
さ
れ
た
も
の

の
、
奨
励
対
象
と
な
る
取
引
規
模
が
大
口
に
限
定
さ
れ

る
等
、
現
実
的
と
は
言
い
が
た
い
問
題
点
も
近
年
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
支
援
機
関
の
少
な

さ
や
運
営
基
盤
の
弱
さ
と
い
う
根
本
的
な
課
題
そ
れ
に

つ
い
て
の
調
査
言
及
も
お
こ
な
っ
た
。

こ
う
し
た
取
材
・
調
査
に
考
察
を
加
え
た
も
の
を
報

告
書
の
形
で
発
行
し
、
関
係
者
に
配
布
し
た
。
在
宅
就

労
は
、
就
労
支
援
施
設
で
働
く
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
福
祉
的
就
労
」
と
も
、
雇
用
の
よ
う
な
「
一
般
就
労
」

と
も
異
な
る
、
い
わ
ば
「
支
援
制
度
の
谷
間
」
の
働
き

方
と
断
じ
て
も
よ
く
、
ま
た
前
述
の
と
お
り
希
望
者
の

状
況
が
多
様
で
、
か
つ
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
そ

の
支
援
政
策
は
充
分
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
こ

と
に
対
す
る
問
題
の
指
摘
も
本
報
告
書
に
含
め
て
お

り
、
多
く
の
関
係
者
に
高
覧
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
る
。

　
　当

法
人
の
み
な
ら
ず
、
全
国
に
散
在
す
る
支
援
団
体

や
在
宅
就
労
者
（
そ
の
希
望
者
も
含
む
）
が
ど
の
よ
う

な
活
動
を
重
ね
、ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、

具
体
的
な
事
例
を
通
じ
て
そ
の
実
態
を
知
り
た
い
人
に

と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
情
報
が
乏
し
か
っ
た
こ
と

や
、
そ
も
そ
も
そ
の
多
様
性
か
ら
し
て
一
概
に
論
じ
る

こ
と
の
で
き
な
い
側
面
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
助
成
事
業

に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と

い
え
る
。
類
似
の
研
究
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
先

の
在
宅
就
労
の
一
層
の
普
及
に
向
け
た
き
っ
か
け
を
い

た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。
単
年
度
の
事
業
で
は
あ
っ

た
が
、
こ
の
助
成
に
深
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活

動
に
さ
ら
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で

あ
る
。

重
度
障
害
者
の
在
宅
就
労
の
普
及
に
向
け
た
調
査
研
究

●
事
業
成
果
報
告
集

社
会
福
祉
法
人 

東
京
コ
ロ
ニ
ー

東
京
都
中
野
区
江
原
町
２
―６
―７

職
能
開
発
室
主
任　

吉
田 

岳
史

　

障
害
の
あ
る
当
事
者
自
ら

　
「
働
く
場
」
を
開
拓

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
と
い
う
新
し
い
働
き
方
が

障
害
者
に
も
増
え
つ
つ
あ
る

　

在
宅
就
労
と
い
う
働
き
方
の

　

さ
ら
な
る
普
及
を
め
ざ
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

在
宅
就
労
の
問
題
点
を
抽
出
で
き
た
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社
会
法
人
友
愛
会
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
は
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
社
会
福
祉
法
人
友
愛
会
の
２
番

目
の
施
設
と
し
て
（
知
的
障
害
者
授
産
施
設　

定
員
20

名
）
開
所
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
４
月
１
日
に
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

き
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
、
自
立
訓
練
）
の
新
体
系
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
さ

く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
福
島
県
三
春
町
）

に
避
難
し
、
平
成
23
年
４
月
15
日
よ
り
独
立
行
政
法
人

国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
（
群
馬

県
）
に
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

【
※
震
災
前
】

・
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ

こ
ん
に
ゃ
く
（
機
械
生
産
、
手
作
り
）
加
工
み
そ
、

海
苔
の
佃
煮
製
造
販
売

・
内
職
、
手
芸
グ
ル
ー
プ

ダ
ン
ボ
ー
ル
貼
り
、
部
材
の
数
揃
え
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
雑
巾
作
り
な
ど

・
職
場
実
習
支
援

【
※
震
災
後
】

・
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ

加
工
み
そ

・
内
職
グ
ル
ー
プ

ボ
ー
ル
ペ
ン
組
み
立
て
、
フ
ォ
ー
ク
の
袋
詰
め
な
ど

　
実
施
日
／
平
成
23
年
９
月
12
日
（
月
）
〜
14
日
（
水
）

研
修
者
／�

施
設
長　

新
妻
哲
二　
　

　
　
　
　

生
活
支
援
員　

佐
藤
正
昭　
　

計
２
名

目
的
等
／
社
会
福
祉
法
人
南
高
愛
燐
会
コ
ロ
ニ
ー
雲

仙
）
の
コ
ロ
ニ
ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
島
原
特
産
手

延
べ
そ
う
め
ん
、う
ど
ん
、ラ
ー
メ
ン
等
製
造
）、ブ
ル
ー

ス
カ
イ
（
弁
当
配
達
サ
ー
ビ
ス
）、味
彩
花
（
パ
ン
製
造
）

に
派
遣
し
て
実
地
研
修
を
行
い
ま
す
。
今
後
、
就
労
Ａ

を
目
指
す
た
め
の
具
体
的
な
研
修
内
容
と
し
て
は
、
①

一
企
業
と
し
て
通
用
す
る
製
品
（
商
品
）
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
。
②
本
人
（
障
害
）
の
特
性
を
生
か
し
た
職

業
的
自
立
を
目
指
す
た
め
の
取
り
組
み
や
仕
事
を
す
る

こ
と
に
よ
る
誇
り
・
意
欲
・
志
を
高
め
る
環
境
作
り
。

③
安
心
し
て
働
け
る
環
境
作
り
へ
の
取
り
組
み
。
④
販

路
の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
研
修
の
テ
ー
マ

と
し
て
掲
げ
、
２
泊
３
日
の
研
修
を
計
画
し
ま
す
。
場

所
的
に
な
か
な
か
行
け
な
い
、
長
崎
県
コ
ロ
ニ
ー
雲
仙

を
今
回
の
社
会
福
祉
助
成
事
業
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
意
義
あ
る
研
修
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

　
先
進
施
設
視
察
研
修
で
社
会
福
祉
法
人
南
高
愛
燐
会

（
コ
ロ
ニ
ー
雲
仙
）
へ
伺
い
研
修
し
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
１
９
７
８
年
４
月
に
開
所
し
た
施
設
で
、
現
在
は

事
業
所
数
51
か
所
、
事
業
数
66
事
業
、
利
用
者
・
職
員

総
数
が
１
、８
８
２
名
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
１
３
６
棟
と
い
う
日
本
で
も
有
数
の
法
人
で
す
。
こ

の
数
で
入
所
施
設
が
一
つ
も
無
い
と
い
う
の
が
驚
き

で
、
毎
年
著
名
人
を
招
き
福
祉
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
、
理
念
で
あ
る
「
ふ
つ
う
の
場
所
で
ふ
つ
う
の
暮
ら

し
を
」
を
掲
げ
現
在
の
福
祉
の
最
先
端
を
進
み
、
発
信

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
の
事
業
所
４
か
所
（
コ
ロ
ニ
ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

（
そ
う
め
ん
・
う
ど
ん
・
ラ
ー
メ
ン
等
製
造
）、
ブ
ル
ー

ス
カ
イ
（
弁
当
製
造
・
配
達
）、瑞
宝
太
鼓
（
太
鼓
公
演
）、

味
彩
花
（
弁
当
製
造
・
配
達
））
を
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
瑞
宝
太
鼓
を
演
奏
し
て
頂

い
た
皆
さ
ん
の
演
奏
し
て
い
る
時
の
生
き
生
き
と
し
た

顔
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
又
、
研
修
を
と
お
し
て
各
施

設
の
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
高
さ
、
意
気
込
み
の

よ
う
な
も
の
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
く
る
の
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
自
分
も
で
き
る
事
か
ら
一
歩
ず
つ
進
ん

で
い
き
、
今
後
の
利
用
者
処
遇
向
上
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
避
難

し
て
い
る
状
況
の
中
、
こ
の
よ
う
な
研
修
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

　
今
回
の
社
会
福
祉
助
成
事
業
で
研
修
し
た
内
容
を
、

具
体
的
に
施
設
運
営
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
売
上

ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
、
派
遣
研
修
で
得
た
具
体
的
な
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
企
業
的
戦
略
を
打
ち
出
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
商
品
開
発
（
新
商
品
）、
作
業
工
程
、
販
路

の
拡
大
（
営
業
戦
略
）、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
戦

略
的
に
実
践
し
続
け
る
こ
と
で
、必
ず
や
売
上
ア
ッ
プ
、

工
賃
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
当
施
設
が
目
指
す
就
労
Ａ

事
業
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
事
業
運
営
を
と
お
し
て
、
こ
れ
ま
で
利
用
者
と
し

て
み
て
き
た
方
を
、
労
働
者
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に

な
り
、
労
働
法
制
の
適
用
や
社
会
保
険
等
の
適
用
な
ど

身
分
保
障
が
格
段
に
改
善
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
傷
害
を

持
た
れ
た
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生
き
が
い
を
も
っ

て
人
生
を
歩
め
る
よ
う
、
一
企
業
と
し
て
利
用
者
に
寄

り
添
い
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

拠
地
福
島
に
帰
還
し
事
業
の
再
開
を
目
指
し
、
現
在
鋭

意
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、「
福
島
に
戻
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

就
労
継
続
Ａ
型
事
業
を
目
指
す
た
め
に
必
要
な
心
構
え
を
学
ぶ
た
め
の
視
察
研
修

●
事
業
成
果
報
告
集

社
会
福
祉
法
人 

友
愛
会　

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら

福
島
県
富
岡
町
小
浜
字
中
央
５
４
０

生
活
支
援
員　

佐
藤

　

正
昭

　

心
構
え
と
意
気
込
み

こ
ん
に
ゃ
く
は
地
域
と
の
架
け
橋

　

帰
ろ
う
福
島

　

南
高
愛
隣
会
で
の
驚
き
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自
閉
症
の
理
解
の
た
め
に
活
動

特
定
非
営
利
活
動
法
人
奈
良
県
自
閉
症
協
会
の
前
身

で
あ
る
社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会
奈
良
県
支
部
は
全

国
最
後
の
支
部
と
し
て
平
成
10
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

自
閉
症
の
人
達
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
と
の
願
い
で
、
自
閉
症
児
者
の
支
援
、
自
閉
症
に

関
す
る
社
会
一
般
へ
の
啓
発
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
目
的
に
賛
同
す
る
人
達

で
研
修
、
相
談
、
啓
発
、
療
育
他
様
々
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

著
名
な
講
師
を
招
い
て
の
「
自
閉
症
理
解
の
為
の
連

続
講
座
」
の
開
催
、
自
閉
症
関
連
の
映
画
会
上
映
会
を

毎
年
続
け
て
い
ま
す
。
療
育
キ
ャ
ン
プ
、
野
外
活
動
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
者
を
交
え
た
活
動
も
毎
年
の
行

事
で
す
。
会
員
の
例
会
も
毎
月
、
療
育
部
（
学
齢
期
の

会
員
）
成
人
部
、
ケ
ン
ケ
ン
パ
（
高
機
能
・
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
部
会
）
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

活
動
報
告
や
自
閉
症
関
係
の
情
報
を
掲
載
し
た
情
報
紙

を
毎
月
発
行
し
、
会
員
他
、
行
政
関
係
、
福
祉
関
係
、

医
療
関
係
、
教
育
関
係
、
各
機
関
、
７
０
０
箇
所
以
上

へ
送
付
し
て
い
ま
す
。
自
閉
症
の
人
達
が
豊
か
に
暮
し

て
い
く
に
は
「
周
り
の
方
々
の
理
解
」
が
不
可
欠
で
あ

る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
広
報
紙
で
の
情
報
発
信
以
外

に
、
２
年
前
か
ら
一
般
の
方
へ
の
啓
発
目
的
で
保
護
者

が
「
奈
良H

AH
AH
A

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
を
結
成
し
ま

し
た
。「
知
っ
て
ほ
し
い
な
自
閉
症
・
発
達
障
害
の
こ

と
！　

み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」と
の
内
容
で
、

啓
発
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

平
成
23
年
７
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
に
お
い

て
、
自
閉
症
児
者
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
為
の
支
援
者
養

成
の
目
的
で
、
研
修
と
そ
の
実
践
事
業
を
計
画
し
ま
し

た
。
支
援
者
の
方
々
の
仕
事
現
場
は
曜
日
や
時
間
を
問

わ
ず
に
忙
し
い
現
状
で
あ
る
事
か
ら
勤
務
を
終
え
て
か

ら
も
比
較
的
参
加
し
て
貰
い
易
い
夜
間
の
時
間
帯
に
設

定
し
ま
し
た
。

講
師
を
自
閉
症
支
援
の
専
門
家
、「
自
閉
症ｅ

サ
ー

ビ
ス
」
よ
り
招
き
５
回
連
続
セ
ミ
ナ
ー
と
、
連
続
セ
ミ

ナ
ー
直
前
に
公
開
講
座
、
最
後
に
実
践
的
な
体
験
内
容

と
し
て
実
際
に
自
閉
症
の
子
供
さ
ん
達
に
モ
デ
ル
参
加

し
て
も
ら
っ
て
の「
構
造
化
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

に
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

自
閉
症
の
人
の
学
習
ス
タ
イ
ル
は
他
の
大
多
数
の
人

と
は
違
う
為
、
い
ろ
ん
な
配
慮
す
べ
き
支
援
や
環
境
を

整
え
な
い
と
理
想
の
将
来
像
は
望
め
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
困
難
さ
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
療
育
、

教
育
支
援
、
就
労
や
余
暇
支
援
な
ど
将
来
に
向
け
て
必

要
な
ヒ
ン
ト
を
映
像
や
ス
ラ
イ
ド
、
様
々
な
事
例
な
ど

を
交
え
て
次
回
か
ら
の
５
回
連
続
セ
ミ
ナ
ー
の
重
要
さ

を
、
分
か
り
や
す
く
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
平
成
23
年
度
奈
良
教
育
大
学
特
別
支
援

教
育
公
開
講
座
の
１
つ
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

支
援
者
の
方
々
が
仕
事
を
終
え
て
か
ら
で
も
頑
張
っ

て
参
加
し
て
下
さ
る
価
値
あ
る
内
容
に
と
な
り
ま
し

た
。
講
師
の
先
生
の
お
話
は
動
画
や
写
真
等
も
多
数
利

用
し
て
大
変
分
か
り
や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
。
昼
間
は

仕
事
の
保
護
者
の
方
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
の
診
断
を
受
け

た
当
事
者
の
方
も
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
５
回
連

続
の
中
、
口
コ
ミ
等
で
、
支
援
者
仲
間
か
ら
の
誘
い
で

途
中
参
加
の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
自
閉
症
人
の
特
性
、
視
覚

的
、
経
験
的
、
具
体
的
な
正
し
い
行
動
を
伝
え
る
な
ど

支
援
方
法
が
分
か
っ
た
事
や
今
現
実
に
悩
ん
で
い
る
支

援
方
法
に
つ
い
て
、
１
対
１
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た

環
境
設
定
な
ど
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
り
、
今
後
の
支
援

に
多
い
に
役
立
つ
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
学
校
の
先
生
等
の
教
育
関
係
者
や
福
祉
行
政

関
係
の
方
の
参
加
も
考
え
、
募
集
案
内
に
は
先
生
方
や

幅
広
い
支
援
者
の
方
へ
の
お
誘
い
の
文
面
も
入
れ
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
ご
参
加
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
供
た
ち

の
将
来
に
向
け
て
！�

の
内
容
か
ら
幼
児
期
、
学
齢
期

の
支
援
を
担
っ
て
下
さ
る
保
健
師
さ
ん
、保
育
士
さ
ん
、

幼
、
小
、
中
、
特
別
支
援
関
係
の
先
生
た
ち
に
も
大
変

役
に
立
つ
内
容
で
し
た
の
で
残
念
に
思
っ
て
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
診
断
を
う
け
て
か
ら
成
人
、
老
後
ま
で
の

支
援
が
必
要
な
自
閉
症
の
人
達
に
と
っ
て
、
幅
広
い
支

援
者
の
方
に
正
し
い
理
解
を
し
て
頂
き
、
支
援
に
関

わ
っ
て
頂
く
為
に
も
研
修
セ
ミ
ナ
ー
の
「
テ
ー
マ
の
選

択
」「
開
催
日
時
」「
場
所
」な
ど
今
後
の
検
討
課
題
で
す
。

参
加
者
の
方
か
ら
の
感
想
な
ど
か
ら
具
体
的
な
内

容
、
実
践
的
な
内
容
が
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
継
続
し

て
参
加
し
て
下
さ
る
事
に
も
な
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
事
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
講
師
の
先
生
の
許
可
を
得
て
、

収
録
さ
せ
て
も
ら
い
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

５
回
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
、
奈
良
県

自
閉
症
協
会
主
催
で
開
催
し
た
講
演
会
等
の
収
録
も
交

え
な
が
ら
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
利
用
し
て
の
自
閉
症
理
解
の
為

の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。時
間
、

場
所
を
複
数
回
、
設
定
し
て
、
ど
の
よ
う
な
方
で
も
ご

都
合
に
合
わ
せ
て
、
ご
参
加
を
頂
け
ま
す
よ
う
、
現
在
、

場
所
や
時
間
を
検
討
中
で
す
。

更
に
、
連
続
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
修
了
者
を
対
象
に

開
催
し
た
「
構
造
化
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
具

体
的
な
実
践
体
験
と
し
て
、
高
度
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

な
り
ま
し
た
。
支
援
の
基
本
も
し
っ
か
り
再
認
識
し
ま

し
た
が
、
支
援
は
１
人
だ
け
で
は
な
い
、
グ
ル
ー
プ
で

支
援
の
大
切
さ
も
学
ぶ
、
良
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

少
人
数
参
加
し
か
で
き
な
い
為
、
こ
の
よ
う
な
実
践
的

な
セ
ミ
ナ
ー
を
回
数
開
催
で
き
る
よ
う
に
、
ト
レ
ー

ナ
ー
が
で
き
る
よ
う
な
人
材
養
成
に
も
つ
な
げ
て
い
け

た
ら
理
想
で
す
。

「
自
閉
症
基
礎
理
解
」
の
部
分
も
大
切
に
し
な
が
ら

も
、
よ
り
実
践
的
な
支
援
を
学
ぶ
場
を
今
後
も
提
供
し

て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

自
閉
症
支
援
者
の
為
の
夜
の
勉
強
会

●
事
業
成
果
報
告
集

団
体
名
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

奈
良
県
自
閉
症
協
会

奈
良
県
大
和
郡
山
市
矢
田
山
町
84
―10

事
業
担
当
者　

上
島

　

昌
美

支
援
者
養
成
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

わ
か
り
や
す
い
講
義
が
大
好
評

実
践
的
な
支
援
方
法
が
今
後
の
課
題
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「
３
・
11　

大
震
災
と
車
い
す
」

│
ま
だ
ま
だ
続
く
、
工
業
高
校
生
た
ち
の
挑
戦
│

﹁
空
飛
ぶ
車
い
す
﹂

　

の
被
災
地
支
援

「
空
飛
ぶ
車
い
す
学
校
グ
ル
ー
プ
」
で
は
、
日
本
で

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
中
古
の
車
い
す
を
回
収
し
、
工
業

高
校
生
た
ち
が
修
理
し
て
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
海

外
の
人
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
国
際
協
力
活

動
を
１
９
９
９
年
か
ら
続
け
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
27
个
国
に
対
し
て
、

５
５
９
９
台
（
２
０
１
２
年
３
月
末
ま
で
）
の
車
い
す

を
贈
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
車
い
す
が
、
老
人
ホ
ー
ム
等
か
ら
年
間
で

３
万
台
以
上
廃
棄
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

一
方
で
、
福
祉
制
度
が
確
立
し
て
い
な
い
ア
ジ
ア
諸
国

で
は
「
原
則
自
費
購
入
」
の
上
、
１
个
月
の
給
料
に
相

当
す
る
よ
う
な
高
価
な
福
祉
機
器
と
い
う
位
置
づ
け

だ
。
当
然
、
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
供
た
ち
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
ら
に
、
日
本
の
工
業
高

校
生
が
修
理
し
た
車
い
す
を
手
渡
し
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
と
は
、そ
ん
な
考
え
で
始
ま
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
の
で
あ
る
。
活
動
の
中
心
は

「
空
飛
ぶ
車
い
す
学
校
グ
ル
ー
プ
」
に
所
属
す
る
24
都

道
府
県
68
校
の
高
校
生
た
ち
が
担
い
（
Ｏ
Ｂ
の
社
会
人

や
大
学
生
も
含
む
）、
公
益
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉

弘
済
会
に
よ
っ
て
輸
送
費
な
ど
が
助
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
基
本
的
に
、「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
の
活
動

は
海
外
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
か
ら
「
車
い
す
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
Ｓ
Ｏ
Ｓ

が
続
出
し
た
た
め
、
ア
ジ
ア
に
送
る
予
定
だ
っ
た
車
い

す
を
急
遽
、
被
災
地
に
振
り
分
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

福
島
県
災
害
対
策
本
部
、
双
葉
町
（
町
ご
と
埼
玉
県
加

須
市
に
避
難
）、
宮
城
県
南
三
陸
町
、
亘
理
町
、
気
仙

沼
市
、
岩
手
県
釜
石
市
、
宮
古
市
等
々
、
被
災
地
の
避

難
所
を
中
心
に
続
々
と
車
い
す
が
送
ら
れ
て
い
る
。
移

動
困
難
な
お
年
寄
り
や
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
各
地

で
は
車
い
す
の
不
足
が
非
常
に
深
刻
な
問
題
だ
っ
た
。

ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
に
交
換
さ
れ
た
車
い
す
は
、
瓦
礫

の
山
の
中
で
も
の
を
運
ぶ
大
切
な
運
搬
用
具
と
し
て
も

重
宝
さ
れ
て
い
る
。

車
い
す
を
「
手
渡
し
」
で
届
け
る
こ
と
を
活
動
の
大

き
な
目
的
と
考
え
て
き
た
学
校
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

た
ち
は
、
海
外
同
様
、
東
北
の
被
災
地
に
も
直
接
足
を

運
ん
で
き
た
。
現
地
の
人
々
の
生
の
声
に
触
れ
、
車
い

す
以
外
に
も
必
要
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
と
、
そ
れ
ら
を
自
ら
集
め
て
送
る
と
い
っ
た
支
援
活

動
も
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
、
宮
城
県
女
川
町
病
院
の
裏
手

で
泥
ま
み
れ
に
な
っ
た
大
量
の
車
い
す
を
発
見
す
る

と
、「
ま
さ
に
自
分
た
ち
の
出
番
」
と
ば
か
り
に
、
そ

の
車
い
す
を
修
理
・
再
生
す
る
取
り
組
み
も
始
め
て
い

る
。日

本
中
を
震
撼
さ
せ
た
東
日
本
大
震
災
は
、
こ
の
よ

う
に
高
校
生
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
目
覚
め
さ

せ
、
連
携
と
協
力
の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
の
だ
。

全
国
に
広
が
る

被
災
地
支
援
と
連
携
の
﹁
輪
﹂

震
災
発
生
と
共
に
「
被
災
地
で
は
車
い
す
が
必
要
に

な
る
」
と
判
断
し
て
車
い
す
を
送
り
続
け
た
「
学
校
グ

ル
ー
プ
」
の
活
動
は
、
各
地
の
現
場
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
当
初
は
な
か
な
か
車
い
す
の
必
要
性
を
感

じ
取
れ
な
か
っ
た
行
政
機
関
や
現
地
支
援
組
織
も
、
復

興
が
進
む
に
つ
れ
て
認
識
を
新
た
に
し
、
続
々
と
車
い

す
の
提
供
を
呼
び
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
９
月

に
は
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
日
本
社
会
福
祉
弘

済
会
に
対
し
、「
三
陸
沿
岸
の
施
設
で
車
い
す
３
０
０

台
以
上
が
不
足
し
て
お
り
、
何
台
で
も
い
い
の
で
で
き

る
か
ぎ
り
多
く
提
供
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請
が
出
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
支
援
依
頼
を
受
け
、
高
校
生
た
ち
の
活
動

は
全
国
へ
と
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
。

た
と
え
ば
、
東
京
の
大
森
学
園
高
校
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
６
月
11
日
に
近
隣
の
中
学
校
に
も
呼
び
か
け
、

「
復
興
支
援
車
い
す
修
理
交
流
会
」
を
開
催
。
参
加
し

た
１
５
０
人
で
20
台
の
車
い
す
の
修
理
を
お
こ
な
っ

た
。
さ
ら
に
11
月
27
日
に
も
再
度
、
修
理
交
流
会
を
開

催
し
、
今
度
は
１
６
０
人
に
よ
る
30
台
の
修
理
を
完
成

さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
の
蔵
前
工
業
高
校
は
、
新
潟
医
療
福
祉

大
学
、
神
奈
川
工
科
大
学
、
神
奈
川
総
合
産
業
高
校
と

合
同
で
車
い
す
の
修
理
会
を
実
施
。復
興
支
援
用
16
台
、

ア
ジ
ア
向
け
６
台
の
車
い
す
を
完
成
さ
せ
た
。

福
岡
県
久
留
米
市
の
浮
羽
工
高
の
自
動
車
研
究
部
の

メ
ン
バ
ー
は
、
夏
休
み
期
間
に
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
車
い
す
整
備
教
室
」
を
開
催
。
そ
こ
で
修
理
し
た
車

い
す
を
持
参
し
て
、
8
月
16
日
か
ら
21
日
ま
で
岩
手
県

陸
前
高
田
市
を
訪
れ
た
。
学
校
グ
ル
ー
ブ
に
所
属
す
る

高
校
生
の
活
動
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
早
い
被
災
地
入

り
で
あ
る
。
彼
ら
は
現
地
の
人
た
ち
に
車
い
す
を
寄
贈

す
る
だ
け
な
く
、
草
取
り
や
が
れ
き
撤
去
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
。

彼
ら
の
前
に
広
が
る
の
は
、
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
家

屋
が
ど
こ
ま
で
も
散
乱
す
る
風
景
で
あ
る
。
道
は
も
ろ

く
も
崩
れ
て
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
工
場
や
港
は

そ
の
ま
ま
海
の
中
に
沈
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
高
田
松

原
の
名
物
で
あ
っ
た
松
林
は
、
一
本
を
残
し
て
す
べ
て

流
さ
れ
て
瓦
礫
と
化
し
た
。
地
震
に
よ
る
津
波
の
す
さ

ま
じ
さ
を
、
彼
ら
は
み
な
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
。そ

し
て
、
陸
前
高
田
市
法
量
地
区
で
の
活
動
中
の
こ

と
で
あ
る
。
津
波
に
よ
る
泥
や
瓦
礫
で
埋
ま
っ
て
し

ま
っ
た
溝
を
シ
ャ
ベ
ル
で
掻
き
出
し
、
排
水
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
。
泥
の
中
に
は
民
家
の
ト
タ
ン
や
雨

ど
い
、
カ
ー
テ
ン
等
が
多
数
埋
ま
っ
て
お
り
、
住
ん
で

い
た
人
た
ち
の
生
活
の
様
子
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
作
業

を
進
め
て
い
る
と
、
一
枚
の
家
族
写
真
を
発
見
し
た
の

で
あ
る
。こ
ん
な
に
も
幸
せ
そ
う
だ
っ
た
一
家
の
生
活
。

し
か
も
そ
れ
は
、た
っ
た
半
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。

一
瞬
に
し
て
様
子
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
を
、
高
校
生
た
ち
は
痛
感
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
決
し
て
辛
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

陸
前
高
田
市
の
大
自
然
の
中
で
、
彼
ら
は
現
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
と
も
に
必
死
に
な
っ
て
汗
を
流
し
て
い
た
。

若
い
人
た
ち
が
心
を
一
つ
に
し
て
復
興
・
新
生
に
向
け

て
協
力
し
合
う
姿
は
、
明
日
の
日
本
の
希
望
を
象
徴
す

る
光
景
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
中
古
車
い
す
を
工
業
高
校
生
が
修
理
し
て
、
海
外
の
人
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
活
動
を
続
け
て
い
る
「
空
飛
ぶ
車
い
す
学

校
グ
ル
ー
プ
（
24
都
道
府
県
68
校
）」。
昨
年
度
か
ら
は
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
車
い
す
支
援
に
乗
り
出
し
、
福
島
県
、
宮
城
県
、
岩
手
県
に
合
計

３
３
０
台
を
送
っ
て
い
る
。（
３
月
３
１
日
現
在
）

高
校
生
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
被
災
地
復
興
支
援
を
優
先
す
る
た
め
に
一
時
中
断
し
て
い
た
ア
ジ
ア
へ
の
支
援
活
動

も
再
開
し
た
。
大
震
災
を
経
験
し
た
彼
ら
の
活
動
は
、
さ
ら
に
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
先
、
被
災
地
に
送
ら
れ
た
車
い
す
が
現
地
で
役

割
を
終
え
た
時
に
は
、
き
っ
と
高
校
生
た
ち
に
よ
っ
て
再
び
修
理
さ
れ
、
海
外
の
人
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
希
望
を
届
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ま
さ
に
全
国
の
高
校
生
た
ち

が
、
岩
手
県
社
協
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
車
い
す
の
修

理
を
各
地
で
お
こ
な
っ
て
い
る
の
だ
。
新
潟
東
工
業
高

校
で
２
台
。
神
戸
の
科
学
技
術
高
校
で
24
台
。
浮
羽
工

業
高
校
（
福
岡
）
で
４
台
。
神
奈
川
工
科
大
学
で
３
台
。

蔵
前
工
業
高
校
（
東
京
）
で
２
台
。
神
栖
市
社
協
（
茨

城
）
で
３
台
…
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
現
地
を
訪
問

し
た
仲
間
た
ち
か
ら
の
報
告
を
聞
き
、
被
災
地
の
状
況

が
想
像
以
上
に
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
高
校
生

た
ち
は
、
多
く
の
仲
間
を
巻
き
込
ん
で
運
動
の
輪
を
広

げ
て
い
っ
た
。

被
災
県
の
高
校
生
た
ち
も
負
け
て
い
な
い
。
岩
手
県

水
沢
工
業
高
校
の
車
い
す
修
理
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
10

月
24
日
〜
25
日
に
か
け
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿

荘
（
奥
州
市
）
と
介
護
老
人
福
祉
施
設
松
原
苑
（
陸
前

高
田
市
）
を
訪
問
。
入
所
者
が
使
う
車
い
す
の
点
検
・

修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
た
。
岩
手
県
社
協

が
11
月
10
日
に
県
内
の
工
業
高
校
生
に
車
い
す
修
理
を

呼
び
か
け
、「
い
わ
て
車
い
す
フ
レ
ン
ズ
修
理
会
」
を

開
催
。
６
校
の
高
校
生
た
ち
が
参
加
し
、
10
台
の
修
理

を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

た
と
え
被
災
県
に
住
む
当
事
者
で
あ
ろ
う
と
も
、
自

分
た
ち
に
で
き
る
支
援
活
動
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

彼
ら
の
こ
う
し
た
動
き
は
、
今
後
の
災
害
時
に
お
け
る

新
た
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な

い
。
高
校
生
た
ち
の
地
道
な
活
動
が
、
世
の
中
を
動
か

す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
て
も
嬉
し
い
こ
と

で
あ
る
。

自
ら
被
災
地
に
足
を
運
び
、

学
生
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
き
た

車
い
す
を
修
理
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
も
直

接
被
災
地
の
人
々
に
届
け
て
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
た
い
。
学
校
グ
ル
ー
プ
の
先
輩
メ
ン
バ
ー
（
大
学

生
）
た
ち
が
被
災
地
を
訪
れ
た
報
告
を
聞
く
中
で
、
大

森
学
園
高
校
の
高
校
生
た
ち
も
「
自
分
た
ち
も
被
災
地

の
人
々
と
触
れ
あ
い
た
い
」
と
強
く
希
望
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
12
月
22
日
〜
24
日
に
か
け
て
、

大
森
学
園
高
校
、
神
奈
川
工
科
大
学
、
新
潟
医
療
福
祉

大
学
の
メ
ン
バ
ー
総
勢
30
名
が
集
ま
り
、「
冬
の
東
北

へ
行
こ
う
!
」
訪
問
企
画
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
高
校

生
た
ち
は
終
業
式
を
終
え
る
と
そ
の
ま
ま
仙
台
に
向
か

い
、
そ
の
後
三
陸
沿
岸
の
老
人
ホ
ー
ム
に
車
い
す
を
届

け
に
行
く
と
い
う
強
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

今
回
の
訪
問
の
特
色
は
、
修
理
車
い
す
を
届
け
る
だ

け
で
な
く
、
現
地
の
人
か
ら
震
災
体
験
を
聞
い
た
り
、

可
能
な
限
り
現
地
で
の
車
い
す
修
理
を
実
施
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
等
で
東
北
地
方
の
様
子
は
知
っ

て
は
い
た
も
の
の
、
自
ら
の
目
で
見
た
被
災
地
の
状
況

は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
は
、
現
地
の
人
た
ち

が
本
当
に
車
い
す
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
だ
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
訪
問
先
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
、

そ
れ
が
杞
憂
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、
安
心
す
る
こ
と

に
な
る
。

「（
現
地
に
）
着
い
た
と
き
、
地
元
の
人
た
ち
は
ど
ん

な
ふ
う
に
自
分
た
ち
を
見
る
の
か
と
て
も
不
安
だ
っ

た
。
そ
れ
は
称
賛
の
目
な
の
か
、
嫌
悪
の
目
な
の
か
予

想
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
地
元
の
人
た
ち
の
目
を

見
た
瞬
間
、
わ
か
っ
た
。
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ

の
活
動
は
誇
れ
る
こ
と
な
ん
だ
。
素
直
に
そ
う
思
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
車
い
す
を
渡
し
た
瞬
間
、
相

手
の
笑
顔
を
見
た
瞬
間
、
そ
の
気
持
ち
は
確
信
に
変

わ
っ
た
」　　
　
　
　
　
　
　
（
同
校
２
年
、関
川
景
太
）

こ
の
訪
問
で
は
、
15
の
施
設
や
団
体
等
を
訪
問
し
、

全
国
の
仲
間
が
修
理
し
た
62
台
の
車
い
す
を
寄
贈
し
た

他
、
老
人
ホ
ー
ム
明
成
園
（
岩
手
県
）
に
お
い
て
58
台

の
車
い
す
現
地
修
理
を
完
了
さ
せ
て
い
る
。

感
受
性
豊
か
な
青
春
期
に
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
し

た
彼
ら
は
、
き
っ
と
地
元
に
帰
っ
て
か
ら
も
自
ら
の
感

想
を
周
り
の
人
々
に
伝
え
続
け
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
７
月
に
女
川
病
院
で
発
見
さ
れ
た
被
災
車

い
す
（
津
波
で
流
さ
れ
た
車
い
す
）
18
台
は
、
神
奈
川

工
科
大
学
車
い
す
修
理
屋
（
Ｋ
Ｗ
Ｒ
）
の
呼
び
か
け
に

応
じ
て
、
８
校
の
工
業
高
校
生
（
福
島
工
業
高
校
、
真

岡
工
業
高
校
、
世
田
谷
泉
高
校
、
新
潟
東
工
業
高
校
、

島
田
工
業
高
校
、
科
学
技
術
高
校
、
倉
吉
総
合
産
業
高

校
、
福
岡
工
業
高
校
）
が
修
理
作
業
の
参
加
を
申
し
出

た
。
海
水
と
泥
を
か
ぶ
っ
た
車
い
す
の
修
理
と
い
う
の

は
、
技
術
的
に
は
非
常
に
難
し
く
、
時
間
も
か
か
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
「
難
し
い
か
ら
、
捨
て
て
し
ま
う
の

で
は
『
空
飛
ぶ
車
い
す
』
の
活
動
趣
旨
に
反
す
る
。
こ

の
車
い
す
を
再
生
で
き
れ
ば
、
き
っ
と
ど
ん
な
車
い
す

で
も
修
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
の
思
い
で
、
全
国

の
高
校
生
た
ち
が
分
担
し
て
必
死
に
作
業
に
取
り
組
ん

だ
。「

車
い
す
が
届
い
た
と
き
、
正
直
な
と
こ
ろ
本
当
に

驚
き
ま
し
た
。
半
数
以
上
が
錆
び
て
い
て
、
泥
が
シ
ー

ト
や
背
も
た
れ
に
こ
び
り
つ
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
車

い
す
を
通
じ
て
、
被
災
地
の
大
変
な
状
態
を
想
像
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
修
理
に
は
通
常
の
倍
以
上
の
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
完
了
し
た
と
き
は

と
て
も
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
少
し
で

も
役
に
立
て
た
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
」

（
福
島
工
業
高
校
３
年
、
加
藤
達
郎
）

「
私
は
経
験
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
神
戸
も
17
年
前
の

阪
神
大
震
災
で
大
変
な
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
は
人
ご
と
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
被
災
し
た
車
い
す
は
可
動
部
分
が
錆
び
て
動
か

ず
、
頑
丈
な
フ
レ
ー
ム
や
ボ
ル
ト
が
折
れ
て
曲
が
る
と

い
う
と
ん
で
も
な
い
状
態
の
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
破

損
パ
ー
ツ
は
旋
盤
等
で
作
り
、
フ
レ
ー
ム
の
曲
が
り
は

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
修
正
す
る
。
ど
れ
も
非
常
に
難
し
い

課
題
ば
か
り
で
し
た
が
、一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
の
話
を
聞
き
、
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
」

（
神
戸
市
立
科
学
技
術
高
校
２
年
、
林　

大
地
）

「
初
め
て
車
い
す
を
見
た
と
き
、『
こ
れ
を
授
業
で
直

す
の
は
、無
理
だ
』
と
思
い
ま
し
た
。
錆
び
も
ひ
ど
く
、

タ
イ
ヤ
も
パ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
ど
こ
ま
で
や

る
の
か
疑
問
で
し
た
が
、
始
め
て
み
る
と
『
や
る
し
か

な
い
』
と
い
う
気
持
ち
に
自
然
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
ほ
ど
津
波
の
被
害
の
大
き
さ
が
、
車
い
す
か
ら
感
じ

取
れ
て
く
る
の
で
す
。
少
し
で
も
こ
の
車
い
す
を
使
う

被
災
地
の
方
の
た
め
の
役
に
立
と
う
と
、
必
死
に
修
理

し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
を
身
近
に
感
じ
る
た
め
に

も
、
と
て
も
い
い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

（
世
田
谷
泉
高
校
２
年
、
麦
谷　

薫
）

全
国
の
高
校
生
た
ち
の
努
力
の
結
果
、
修
理
不
能
と

も
思
え
た
被
災
車
い
す
を
、
16
台
も
修
理
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
（
２
台
は
、
さ
す
が
に
修
復
不
能
で

あ
っ
た
）。
修
理
が
終
わ
っ
た
被
災
車
い
す
は
２
月
ま

で
に
女
川
病
院
に
無
事
返
還
さ
れ
、
綺
麗
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
車
い
す
を
見
て
、
関
係
者
た
ち
は
本
当
に
喜
ん

で
く
れ
た
と
い
う
。　

ア
ジ
ア
へ
の
支
援
活
動

（
ド
ラ
え
も
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
も
再
開

と
こ
ろ
で
被
災
地
復
興
支
援
を
優
先
す
る
た
め
に
一

時
中
断
し
て
い
た
ア
ジ
ア
へ
の
支
援
活
動
も
、
昨
年
の

７
月
か
ら
再
開
し
て
い
る
。７
月
７
日
に
タ
イ（
１
４
３

台
）、
10
月
15
日
に
ス
リ
ラ
ン
カ
（
１
０
０
台
）
へ
の

コ
ン
テ
ナ
船
輸
送
を
実
施
し
た
他
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ハ
ワ
イ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
韓
国
、
イ
タ
リ
ア
、

ネ
パ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
サ
モ
ア
、
マ
レ
ー
シ

ア
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
車
い
す
は
海
を
渡
っ
て

い
る
の
だ
。

ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
車
い
す
を
届
け
る
「
空
飛

ぶ
車
い
す
」
の
活
動
を
、
タ
イ
で
は
「
ド
ラ
え
も
ん
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ド
ラ
え
も
ん
は
、
日

本
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
で
も
と
て
も
有
名
な
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
だ
。
日
本
の
高
校
生
た
ち
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
し
て

ド
ラ
え
も
ん
と
言
え
ば
、「
ど
こ
で
も
ド
ア
」
で
あ
る
。

こ
の
素
敵
な
夢
の
道
具
を
使
っ
て
、
ど
こ
に
で
も
移
動

で
き
る
ド
ラ
え
も
ん
の
よ
う
に
、
障
が
い
者
も
車
い
す

を
使
っ
て
自
由
に
移
動
で
き
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
車
い

す
に
は
す
べ
て
ド
ラ
え
も
ん
の
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る

わ
け
な
の
だ
。

さ
ら
に
大
学
生
た
ち
は
昨
年
か
ら
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
挑
戦
し
て
い
る
。
タ
イ
に
「
車
い
す
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
壮
大
な
計
画

で
あ
る
。
コ
ン
テ
ナ
輸
送
で
大
量
に
運
ば
れ
た
車
い
す

を
現
地
で
再
確
認
す
る
と
、
多
く
に
不
具
合
が
発
生
し

て
い
る
事
実
が
発
覚
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
現
地
で
廃

棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
車
い
す
も
多
い
と
聞
く
。
そ

の
た
め
３
年
前
か
ら
修
理
車
い
す
の
点
検
・
再
修
理
活

動
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
神
奈
川
工
科
大
学
車
い
す
修

理
屋（
Ｋ
Ｗ
Ｒ
）、新
潟
医
療
福
祉
大
学FW

S

の
メ
ン
バ
ー

た
ち
は
現
地
を
訪
問
し
て
き
た
。
今
回
の
試
み
は
こ
う

し
た
動
き
を
発
展
さ
せ
て
、
タ
イ
の
人
た
ち
に
も
修
理

技
術
を
習
得
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
挑
戦
な
の
だ
。

３・11　大震災と車いす



12We l f a r e［ウェルフェア］ 2012.8We l f a r e［ウェルフェア］13 We l f a r e［ウェルフェア］ 2012.8We l f a r e［ウェルフェア］

タ
イ
で
は
車
い
す
自
体
が
少
な
い
た
め
、
工
具
や
部

品
が
少
な
く
、
修
理
経
験
を
持
つ
技
術
者
が
ほ
と
ん
ど

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
工
業
高
校
生
た
ち

の
基
礎
技
術
は
け
っ
し
て
低
く
な
い
。
そ
こ
で
タ
イ
の

カ
セ
ム
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
工
業
高
校
生
に
活
動
の
趣
旨

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
修
理
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
た
。
学
生
た
ち
は
、
キ
ャ
ス
タ
ー
修
理
、
ブ

レ
ー
キ
調
整
、
前
輪
の
修
理
、
後
輪
の
修
理
、
ノ
ー
パ

ン
ク
タ
イ
ヤ
の
交
換
等
々
の
修
理
（
輸
送
し
た
車
い
す

の
50
％
に
何
ら
か
の
再
修
理
が
必
要
で
あ
っ
た
）
を
、

片
言
の
英
語
や
イ
ラ
ス
ト
カ
ー
ド
等
を
駆
使
し
て
お
こ

な
っ
て
い
っ
た
。た
だ
で
さ
え
暑
い
気
候
の
中
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
い
仲
間
同
士
で
の
修
理
活

動
は
、
楽
し
く
も
困
難
を
極
め
た
よ
う
だ
。

「
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
が
、
言
葉
の
壁
で
し
た
。
通

訳
し
て
く
れ
る
人
は
い
る
の
で
す
が
、
人
数
が
少
な
い

た
め
に
何
度
も
呼
ぶ
の
は
気
が
引
け
ま
す
。
手
振
り
身

振
り
や
翻
訳
カ
ー
ド
を
使
用
し
、
な
ん
と
か
教
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

（
神
奈
川
工
科
大
学
Ｋ
Ｗ
Ｒ
、
杉
浦
美
穂
）

「
現
地
の
人
は
日
本
語
こ
そ
し
ゃ
べ
れ
な
い
が
、
意

外
に
英
語
を
話
せ
る
人
が
多
か
っ
た
。
日
本
の
方
が
英

語
を
教
え
る
教
育
機
関
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
そ
う
で
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
来
年

ま
た
タ
イ
に
行
く
ま
で
に
は
、
英
語
を
勉
強
し
て
簡
単

な
話
く
ら
い
は
交
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」

（
同
校
、
佐
々
木
大
輔
）

今
回
が
初
め
て
の
取
り
組
み
だ
っ
た
た
め
、
タ
イ
の

工
業
高
校
生
に
対
す
る
修
理
研
修
と
い
う
点
で
は
、
課

題
が
多
く
残
さ
れ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
「
車

い
す
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
計
画
」
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
あ
る
。
将
来
、
現
地
の
彼
ら
に
車
い
す
の
修

理
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
コ
ン
テ
ナ
船
で
運

ぶ
車
い
す
の
点
検
だ
け
で
な
く
、
寄
贈
後
の
継
続
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
可
能
に
な
る
は
ず
だ
。
そ
う
な
れ
ば

き
っ
と
多
く
の
人
が
安
心
し
て
、
長
い
間
車
い
す
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
現
地
の
工
業
高
校
生

た
ち
の
参
加
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ

る
た
め
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。

　ス
リ
ラ
ン
カ
へ
の
海
外
渡
航

で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

よ
る
語
学
研
修
も
実
施

さ
ら
に
昨
年
12
月
１
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、
新
潟

医
療
福
祉
大
学FW

S

とKW
R

の
メ
ン
バ
ー
８
名
は
コ

ン
テ
ナ
輸
送
し
た
大
量
の
車
い
す
を
追
い
か
け
て
ス
リ

ラ
ン
カ
に
渡
っ
て
い
る
。
こ
の
渡
航
の
目
的
は
、
も
ち

ろ
ん
車
い
す
修
理
や
技
術
力
の
向
上
、
現
地
で
の
車
い

す
の
重
要
性
調
査
等
で
あ
る
が
、「
語
学
研
修
」
と
い

う
の
も
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。
タ
イ
で
の
車
い
す
修

理
の
報
告
を
聞
き
、
現
地
の
人
た
ち
と
英
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
語
学
力
向
上
の
重
要
性
を
痛
感

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
今
回
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、ア
ー
リ
ヤ
ダ
ー
サ
さ
ん
の
家
庭
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

訪
問
地
お
よ
び
修
理
会
場
は
、
カ
ル
タ
ラ
県
の
リ
ッ

チ
モ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
あ
る
。
日
本
の
高
校
生
た
ち

が
修
理
し
て
コ
ン
テ
ナ
輸
送
し
た
１
０
０
台
の
車
い
す

を
現
地
で
点
検
し
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
半
分
の
46
台
に
再

修
理
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
車
い
す
を
、
み
ん

な
で
手
分
け
し
て
１
日
で
修
理
を
実
施
し
て
い
る
。
日

本
で
使
う
有
機
溶
剤
と
は
違
う
も
の
を
使
っ
て
い
た
の

で
少
し
と
ま
ど
っ
た
も
の
の
、
具
体
的
な
修
理
に
支
障

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
会
場
と
な
っ
た
リ
ッ
チ
モ
ン

ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
は
、
英
国
植
民
地
時
代
に
は
お
城
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
場
所
だ
。
現
在
は
、
ア
ー
リ
ヤ
ダ
ー

サ
さ
ん
が
管
理
者
と
し
て
幼
稚
園
紛
争
な
ど
で
両
親
を

失
っ
た
孤
児
た
ち
の
少
年
の
家
（
養
護
施
設
）
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。

修
理
会
場
で
は
、
現
地
の
人
た
ち
に
向
け
た
「
車
い

す
修
理
講
習
会
」
も
開
催
し
た
。
慣
れ
な
い
車
い
す
の

修
理
風
景
に
は
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち
も
た

い
へ
ん
興
味
を
示
し
て
く
れ
、理
解
ス
ピ
ー
ド
も
早
か
っ

た
。
教
え
る
側
の
語
学
力
が
も
っ
と
上
達
す
れ
ば
、
修

理
技
術
の
伝
達
も
安
易
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ス
リ
ラ

ン
カ
は
非
常
に
暑
い
地
域
で
あ
り
、
参
加
者
全
員
汗
だ

く
に
な
り
な
が
ら
、
現
地
の
人
た
ち
と
共
に
、
片
言
の

英
語
を
駆
使
し
て
車
い
す
修
理
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

修
理
後
、
サ
ハ
ナ
サ
ラ
サ
財
団
は
希
望
者
に
贈
呈
式

を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
地
で
も
車
い
す
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
方
が
多
く
、
誰
も
が
と
て
も
喜
ん
で
受
け
取
っ

て
く
れ
た
の
に
は
参
加
者
全
員
が
感
動
し
た
。
日
本
で

廃
棄
処
分
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
車
い
す
を
、
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
だ
け
で
こ
ん
な
に
も
感
謝
し
て
も
ら
え
る
。

こ
う
し
た
実
感
は
、
や
は
り
直
接
現
地
を
訪
れ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
。
参
加
し
た
大
学
生
た
ち
は
、
自
ら

体
験
し
た
思
い
を
き
っ
と
後
輩
た
ち
に
つ
な
げ
て
い
っ

て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

今
回
は
修
理
・
点
検
・
贈
呈
だ
け
で
な
く
、
現
地

の
人
た
ち
と
の
交
流
も
大
切
な
目
的
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
修
理
会
場
に
は
、
椰
子
の
実
ジ
ュ
ー
ス
（
薄
い
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
よ
う
な
味
が
し
た
と
の
こ
と
）
の

差
し
入
れ
が
あ
り
、
ス
パ
イ
シ
ー
な
食
べ
物
が
勢
揃
い

し
た
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
食
事
会
等
々
も
体
験
し
た
。

カ
レ
ー
や
お
か
ず
を
主
食
の
ご
飯
と
手
で
混
ぜ
、
固
め

て
食
べ
る
と
い
う
の
が
ス
リ
ラ
ン
カ
の
食
事
の
ル
ー
ル

で
あ
る
。
慣
れ
な
い
食
習
慣
で
あ
っ
た
が
、
学
生
た
ち

は
徐
々
に
慣
れ
て
い
く
。
最
後
の
日
に
は
庭
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
い
て
い
た
だ
き
、
す
っ
か
り

み
ん
な
打
ち
解
け
た
関
係
に
な
っ
た
。

参
加
者
た
ち
か
ら
は
口
々
に
、「
実
際
に
海
外
に
行

く
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
か
、
自
分
の
目
で
確
認
で
き
、
達
成
感

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
修
理
や
食
事
な
ど
を
通
じ

て
、
現
地
の
人
と
た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
た
」
と
興
奮
気
味
に
語
っ
て
い
る
。
今
後
、
よ
り

多
く
の
学
生
た
ち
が
海
外
に
出
か
け
る
こ
と
で
、
大
学

生
、
高
校
生
た
ち
の
縦
・
横
の
つ
な
が
り
が
強
化
さ
れ
、

修
理
の
ク
オ
リ
テ
ィ
も
あ
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
も
「
空
飛
ぶ
車
い
す
学
校
グ
ル
ー
プ
」
の

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
地
道
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
車
い
す
の
修
理
と
寄
贈
活
動

を
続
け
て
い
く
。
こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
が
車
い

す
を
通
じ
て
一
つ
に
な
れ
る
国
際
活
動
と
し
て
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
決
し

て
派
手
さ
は
な
い
が
、
学
生
た
ち
の
自
主
的
な
活
動
だ

と
い
う
こ
と
に
こ
そ
意
義
が
あ
る
。
ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ

ヤ
の
購
入
等
、
車
い
す
の
修
理
部
品
代
や
輸
送
費
等
の

基
礎
財
源
も
、
彼
ら
自
身
が
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
収
集

を
ま
わ
り
に
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
産
み
だ
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
彼
ら
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。
活
動
へ
の
参
加
方
法
は
、

た
だ
一
つ
。
み
な
さ
ん
の
手
元
に
眠
っ
て
い
る
書
き
損

じ
の
ハ
ガ
キ
を
集
め
て
、
送
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
あ

る
。
一
人
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
日
本
中
か
ら
た

く
さ
ん
の
協
力
が
集
ま
る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
の
人
た
ち

に
こ
ん
な
に
も
喜
ば
れ
る
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
が
「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
の
ド
ラ
え
も
ん
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
学
生
た
ち
の
今
後
の
活
動
に
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ハガキの送付先＆活動への問い合わせ先は、

公益財団法人日本社会福祉弘済会まで。

〒130-0022　東京都墨田区江東橋４-24-３

　電話 ０３（３８４６）２１７２
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岩手日日新聞 （平成23年12月25日）

毎日新聞 （平成23年11月28日）

社会福祉施設で働かれている方のために！

日社済は、ジブラルタ生命保険株式会社と提携し、日頃社会福祉に従事する皆様の「万一」
に備えるサポートをしています。普段はあまり考えない自分自身の保障のこと、プロからア
ドバイスをもらってみませんか？「知る」と「知らない」では大きな違いが出ます。「いつか」
ではなく「今」こそ立ち止まって , 大切な家族を守るために考える機会を持ってみませんか？

日社済『福祉の共済』とは？

日社済は、ジブラルタ生命保険株式会社と提携し、社会福祉のフィールドで活躍する皆様への
安心をサポートするお手伝いをしています。なかなか普段考えることのない自分自身の保障の
こと。今、もし病気で入院したら、万一のことがあったら、どのような保障内容になっている
かかわからない……。思い立ったときが見直しの最適期！家族のため、自分のため、後悔しな
い人生を過ごしませんか。

いつも頼りにされているあなただから、あなた自身の保障が大切

ご家族を支える方に万一のことがあった場合、大切なご家族の生活資金は万全でしょうか？　
生命保険文化センターのデータによると７０％の方が不安を感じている、というのが現状のよ
うです。社会福祉施設で働く方々をサポートする「福祉の共済」の引受会社は、ジブラルタ生
命保険株式会社です。大切なスタッフを守るためにもどうぞ福祉の共済をご活用ください。

万が一の場合・・・70％が不安！？

“As safe as the Rock”
～ジブラルタ・ロックのように安心～

ジブラルタ海峡に位置する長さ 4.8km、高さ 400m にもおよぶ巨大な岩山〝ジブラルタ・ロック〟が
社名の由来です。
親会社プルデンシャル・ファイナンシャルのシンボルである〝ジブラルタ・ロック〟は、時を経ても変わ
ることのない強さ、安定性、専門性、そして革新性を象徴しています。

※携帯電話・PHSからもご利用になれます。コールセンター

ホームページ
0120-37-2269
ホームページ http://www.gib-life.co.jp

ミナ ジブロック

日社済が唯一提携しているジブラルタ生命ってどんな会社？

ジブラルタ生命保険株式会社は、135 年以上の歴史を持つ世界最大級の金融サービス機関であ
るプルデンシャル・ファイナンシャルの一員です。
同社は、日社済『福祉の共済』事業の引受会社として、唯一提携している生命保険会社ですが、
その他にも、（公財） 日本教育公務員弘済会「共済事業（提携保険事業）」の引受保険会社として、
全国の学校の教職員を対象にした共済を引き受けるなど、教育・福祉に従事される方々のサポー
トに非常に熱心な生命保険会社です。

福祉の
共済
コーナ

ー

「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」はジブラルタ生命と提携し「福祉の共済」を推進しています。
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みんなで合格！
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応
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し
ま
す
！
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ン
ジ

「チャレンジ!! 介護福祉士」　模擬問題セット 3回分国家
試験

本試験と同様形式です。（マークシート付）

定価3,500円（送料込）

　　岩手県社会福祉協議会　　　秋田県社会福祉協議会　 　　 福島県社会福祉協議会
　　山梨県社会福祉協議会　　　長崎県社会福祉協議会　　　　佐賀県社会福祉協議会

─まだまだ続く、工業高校生たちの挑戦─
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法　人
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法　人

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

社会福祉
法　人

公益財団法人 日本社会福祉弘済会

120問と正答がわかりやすい解説で一緒に掲載されています。
マークシートで自己採点や繰り返し学習に最適です。〈照会先〉　「チャレンジ!! 介護福祉士」事務局　（公財）日本社会福祉弘済会　TEL.03-3846-2172
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「3.11 大震災と車いす」

C O N T E N T S

重度障害者の在宅就労の普及に向けた調査研究
社会福祉法人東京コロニー

就労継続Ａ型事業を目指すために必要な
心構えを学ぶための視察研修
ワークセンターさくら

自閉症支援者の為の夜の勉強会
奈良県自閉症協会

3.11　大震災と車いす
　       ─まだまだ続く、工業高校生たちの挑戦─　
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